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〔Ⅰ〕海ホタル luciferill合成の経過
Ⅰの構造確認のため, 著者及び岸ら 〔T, L .,1966,3445及び岸 '.学位論文 (主題工,Ⅱの構造決定) の
一部 昭和41年3月〕によって,etioluciferil(Ⅳ)を経て Ⅰを合成したが, その過程において次の問題点
が残った｡
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(1) Ⅳの合成過程において, アミノ基とインドリル基が paraである合成的証明がない｡
(2)最終段階において, Ⅳとα-ケトカルボン酸によるⅠ- の閉環の収率が極めて悪く (1.3%), 合成的
に実用化の価値はない｡
〔Ⅱ〕2- Amino-5-substitutedpyrazine類の合成
上記問題点 ( 1 ) を解決するため, 次の実験を行なった｡
2-Amino-5-substitutedpyrazineの合成法を検討し, 次の方法が優れていることを見出した｡
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ⅩXXV ⅩXXVI
〔Ⅱ〕Ⅰmidazo〔1, 2-a)pyrazin-3-one類の合成
問題点 (2)のイミダゾロン閉環反応の検討と, 化学発光能を有するモデル化合物を得る目的で, 閉環
反応を検討した｡
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酸性溶液で容易に好収量 (33-100%)で閉環し, この方法が最も優れているとの結論を得た｡ また, この
方法により,aminopyridineも容易に閉環した｡
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〔Ⅳ〕海ホタル luciferin(I ) (rac.)の新合成法
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c u N T s i
Etioluciferin(lV)･21Cl
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨




本論文は luciferin及び関連化合物の全合成に関するもので, 上述の目的に応えたものである｡ 著者は
luciferin(Ⅰ) の分解産物であるEtiolucireramine(Ⅱ) を好収量で合成した｡ この間, 特に考慮したの
はビラチン核のアミノ基とインドリル基との相対位置であって, これは (Ⅰ)の構造に関する僅かの疑問
点として残されていたところである｡ この証明のため著者は多くのモデル物質の合成を行なっている｡ か
くして得ら､わた -(Ⅱ) は,-容易に Etioluciferin(Ⅱ) に導かれる｡
ついで (Ⅱ) のイミダゾロン閉環に より ( Ⅰ) を得るに当り, 著者はその 閉環収率に十考慮を払った結
莱,80%という好収率で目的を達した｡ この際モデル化合物による閉環の検討中に得た諸煙の成績体が,
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